
はじめに

　アサリは、我が国沿岸の潮間帯～水深２０ｍの砂

泥底に広く生息する潜砂性二枚貝であり、重要な

漁獲対象種となっています。アサリの国内生産量

は、１９８０年代半ばまでは年間１０～１５万トンを維持

していましたが、２０００年以降は３～４万トンと低

迷しており、生産増大に向けた資源回復が全国的

な課題となっています。

　一方、北海道では、道東地区を中心に年間１,２７６

～１,５９３トン（２００１～２０１０年）のアサリが水揚げさ

れています。この量は、国内生産量の約４％を占

めるに過ぎませんが、安定的に推移しており、そ

の背景として水産基盤整備事業による造成漁場で

の生産が寄与していると考えられます。しかし、

造成漁場には、稚貝は発生するものの成長が遅い

場所や、成長は速いものの稚貝発生が乏しい場所

が同じ漁場内にしばしば観測され、その対応策が

求められているところです。

　一般に、稚貝発生量と成長量が場所によって異

なる漁場では、それぞれを稚貝の供給場と成育場

として区分することにより、漁業生産の最適化が

図られるものと期待されます。そのためには、稚

貝の成長や生残に適した場所を明らかにしたうえ

で、稚貝の採集から放流、成育および漁獲にいた

る工程を整理しておく必要があります。

　そこで、中央水試水産工学グループでは、アサ

リ造成漁場における漁業生産の最適化を目指して、

稚貝の成長・生残に適した成育場の選定手法を開

発しましたので、その結果について紹介します。

試験場所の概要

　今回の試験は、１９９４～１９９６年にかけてサロマ湖

赤川地区に造成されたアサリ造成漁場を対象とし

ました（図１）。この漁場は、砂を充填した直径

１ｍ、長さ２０ｍの織布製チューブ（サンドチュー

ブ）で周囲を囲い、その中に砂を盛ることにより

造成された人工干潟です。総面積は２.１haであり、

４基で構成された人工干潟（１～４工区）が汀線

方向に並列する形で配置されています。地盤高

はD.L.（潮位観測基準面）＋０.３５ｍに調整されて

おり、大潮平均高潮位はD.L.＋１.１０ｍです。
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図１ サロマ湖赤川地区アサリ造成漁場の概要

アサリの成長・生残に適した成育場選定手法の開発
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ていますので、紙面を改めて報告したいと思いま

す。

生残適地の検討

　次に、生残適地を検討するため、２００９年７月～

１１月にかけて、１工区沖（図１；D.L.－０.７４ｍ）

に波高計を設置し、波高、周期、波向および潮位

を１時間間隔で観測しました。得られた観測値と

海底地形図を用いて、漁場全体を対象にエネルギ

ー平衡方程式による平面波浪場解析を行った後、

底質の動きやすさを表す指標であるシールズ数を

求め、これが稚貝の移動限界シールズ数を超える

頻度を移動確率として算出しました。

　観測された主波向別の最大有義波高とその周期

を表１に示しました。また、波浪解析により推定

したアサリ稚貝の移動確率の平面分布を示したの

が図４です。主波向は、サロマ湖の長軸方向に当

たる西北西が最も卓越し（４８％）、その最大有義

波高は０.２８９ｍとなりました。また、稚貝の移動確

率は、各工区とも１０％以下の範囲にあるとともに、

１～３工区では沖側ほど低くなる傾向がみられま

した。

　以上の結果から、サロマ湖赤川漁場におけるア

サリ稚貝の生残適地は１～３工区の沖側であるこ

とが示されました。なお、当該漁場では、アサリ

稚貝の主な減耗要因として、波・流れによる移動

・分散以外にも肉食性巻貝による被食や融雪期に

おける低塩分水の停滞が指摘されています。今回

の試験では、波・流れによる移動・分散に焦点を

当てて稚貝の生残適地を検討しましたが、今後は

その他の要因も考慮した適地検討が必要と考えて

います。

成育場選定の妥当性検証

　以上の結果から、サロマ湖赤川漁場では１工区

沖側がアサリ稚貝の高い成長と生残の両方を期待

できる成育場と判断されました。そこで、この選

定結果の妥当性を検証するため、稚貝の放流試験

を行い、その後の成長と生残を追跡しました。

　放流試験では、成育適地の１工区沖側に試験区

として２５㎡の区画を設定しました。また、対照区

として、稚貝の移動確率が同程度でアサリの成長

が遅いことが漁業者の間で知られている４工区岸

側に同面積の区画を設けました。そして、２０１０年

４月に、サロマ湖第２湖口付近で採集したアサリ

稚貝（平均殻長±標準偏差：１１.６±４.７㎜）を両区

画に約１８,０００個体ずつ放流しました。その後は、

７月、９月、１１月および翌年４月に各々５回の枠

取り採集（面積０.０４㎡）を実施し、採集されたア

サリ稚貝の殻長と生息密度を追跡することによっ
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図４　平面波浪場解析によるアサリ稚貝の 
移動確率分布

表１　主波向別の最大有義波高および周期
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